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本報告の問題意識

•発生の能登半島地震（2024年1月1日発生）、および発生の奥能登
豪雨災害（同年9月21日～２３日）後の断水の長期化により住民の
避難生活も長期化し、地域の復興に致命的な影響を与えたおそれ

• NPO法人地域水道支援センター（CWSCと略）の活動（生物ろ過法
の普及・技術を使った小規模水道設置の支援など）からの関心

→被災地の水事情はどうなっているか、貢献できることはあるか

↓

独自に簡易な現地調査（2024年9月12～14日）

⇒過疎地区・被災地こそ、住民が対応可能な自立的な水供給シス

テムが必要では―「小規模分散型」の実際を考えたい



CWSCの小規模水道への関心と実践

NPO設立時（2006年）の問題意識

•広域水道によって自治体水道が財政悪化、技術力、水道自治、地域
の水への関心の弱まりなど

•水道未普及地域でも自己資源（水源、人、技術）を使い、安全でおい
しい水を得られる小規模施設設置を支援したい

⇒津山市５集落の小規模飲料水供給施設設置を支援（2009～2014）

CWSCリーフレット



能登半島地震・豪雨災害から
「生活用水確保」が課題に浮上

地震で上下水道施設が広範に被害：６県で最大約13万7000戸断水

→下水道…避難初期の劣悪なトイレ環境

→上水道は長期間の断水

石川県の断水…地震後 約 11 万戸 →断水解消 2024年 5月31日

豪雨後 約 5千戸 →断水解消 2024年12月20日

ただし、早期復旧困難地区を除く

復旧長期化の要因（国交省）：耐震化未実施の基幹施設等の損壊に
より、広範囲での断水や下水管内の滞水が発生

⇒生活用水の確保が課題に



珠洲市での簡易な現地調査（豪雨前）の概要

CWSCメンバー2名＋被災地支援関係者（能登半島・金沢在住）3名同行

2024年9月12日-14日実施

①外浦の断水地区のうち真浦町

清水町で聞き取り

②東山中町の小規模飲用水供給

施設（最速で復旧）、八ヶ山営農

飲雑用水施設、笹波・石神営農

飲雑用水施設…現地確認のみ

③珠洲市環境建設課上下水道担当者、

企画財政課移住定住推進係担当者

に聞き取り

⇒本報告は①③が中心



外浦の「早期復旧困難地区」に焦点

「早期復旧困難地区」 珠洲市が2024年5月31日に指定

（調査時点で市水道復旧率92.7%から取り残された地区）

＝清水浄水場（清水町）の給水区域…

真浦町、仁江町、清水町、片岩町の86戸

復旧困難な理由について（市担当者）

…浄水場への道路が埋没して近づけない

真浦町へのトンネル内送水管が埋没



真浦町の概況（調査時）

概況（「現代集落」荒井氏より）：

•地震前、26戸約30人が居住

•海岸線沿いと後背斜面に集落形成、

北側と南側（観光業者4軒）

•地震直後は一時孤立

•北への道路・トンネル埋没で長期不通

•地震での住宅損壊は比較的少なかったが、

水道復旧見通せず３戸７人のみ残留

•観光業者２軒だけが工事関係者に一部営業



真浦町の水確保の歴史
（残留住民2名より聞き取り）

～2014 集落給水システムが2カ所を利用

《山水取水→ろ過タンクに貯留→パイプで自然流下→各戸配水》

住民が当番制で維持管理…週１回タンクのろ材を「逆洗」

→負担となり、市に水道敷設を要請

2015 水道通水

《清水町の浄水場→沿岸の送水管ートンネル内

→真浦町でポンプアップ（第１の貯水タンクー第２の貯水タンク）

→自然流下→各戸配水》

配水対象30数戸



個人の水供給設備（～豪雨前まで）

観光業者による自前の水供給設備2カ所

旅館の設備 飲食店の設備



真浦町の水供給施設（跡含む）の位置

         

  

         

         
         

        



水道への一元化が復旧困難の一因

上水道拡張事業そのものに潜在的要因か

（１）簡易水道から上水道への統合（1954～2015年）

各地域に簡易水道創設→簡易水道の統廃合→上水道へ一元化

→一浄水場に給水人口の90％が依存。広域かつ長期の断水要因に

（２）厳しい経営下で水道敷設条件不利地にも拡張

• 珠洲市人口 半世紀以上にわたり人口減少、内浦に人口集中

• 外浦 地理的条件…海山迫る狭小地に集落、主要水源なし、地滑り地区

社会的条件…人口低密度、高齢化

→コスト高く採算取れない→水道復旧が最後→住民の「見捨てられ感」や諦め

水道の完全復旧よりも、「水道以外」での早期開始がほしかった



実際には「早期復旧困難地区」も
「水道」復旧へ

2025年1月9日時点 輪島市 209 戸、珠洲市 291 戸が断水中

（石川県,https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kankyo/suidou/documents/kouhyousiryou0115.pdf）

真浦町 輪島市の曽々木簡易水道から9月に送水計画→豪雨災害で中断、

2025年5月中旬に通水＝1年半近い断水

ほかの３町 清水浄水場の水源河川下流に可搬型浄水施設を設置し送水

再開計画だったが、豪雨で中断（断念？）

それ以外の地区でも一部断水が残る

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kankyo/suidou/documents/kouhyousiryou0115.pdf


過疎地区での「水道以外の対策案」の現在

課題：水供給システム（上水道、簡易水道、飲料水供給施設等）をどう

維持するか（浅見ほか、2020）

新水道ビジョン（2013, 東日本大震災後）では…

「多様な手法による水供給」…水道未普及地域や限界集落などで宅配給
水や給水タンクなども選択肢 平時の飲料水供給が前提

能登半島地震後（2024年～）は…

「水インフラ」（一体としての上下水道、水循環）の視点

生活用水の確保を課題とし、「分散型」「代替性・多重性」めざす

平時と災害時を想定

＊ただし、現状では災害井戸、雨水のみ



住民による多様な「水道以外の水」の確保
近い水を個人や地区で利用

真浦町・現代集落での生活用水 山梨大モバイルろ過
利用の真浦のお宅

湧水を利用し自主避難所を
運営した馬緤の集落

七尾市街地での個人井戸の開放



過疎地区で「日常～応急」対応可能な
水供給の考え方の一例

未普及地区の「集落水道」—－－－－－－－－－－－－未普及地区の「生活用水」供給

（小規模飲料水供給施設）

固定型、恒久型、初期投資やや大
実証実験結果に基づく粗ろ過・緩速ろ過法
水道水質基準満たす
日常中心だが応急も（耐震性高い）

住民の手作り
支援

大分県モデル

住民でも設置可、可搬、低コスト
マイクロな粗ろ過・緩速ろ過方式
日常～応急まで対応可能
水道との併設も可能



真浦町に小さな浄水装置を協働で設置してみた

設置場所 自給型のライフスタイルをめざす「現代集落」の敷地

水源 使われていなかった旧井戸

装置 大分で開発された粗ろ過・緩速ろ過システムの寄付

設置者 CWSC・珠洲に生物ろ過浄水装置を設置する会・大分の水と生活を考える会



今後のテーマ：地域内外ネットワークによる
生活用水づくりをコミュニティ再興の力にで
きないか
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